
第１学年　美術

学習の目標

教科の目標と学校教育目標を達成するために目指す授業

学習の仕方 観点別評価と評価の観点、評価方法
＜知識・技能＞

　

＜思考・判断・表現＞

年間の指導計画（予定）
学期

・ガイダンス ＜主体的に学習に取り組む態度＞
・風景画制作

・作品鑑賞
・立体デザイン制作

・作品鑑賞
・平面制作
・基礎演習
・作品鑑賞
授業時数　　　４５　　　時間

◇日頃から身近にあるたくさんの美術に関心を持つ。

◇学んだ技法や材料・用具の特性を理解し、基礎的な技
能を身につける。道具類を安全に扱う。

◇自分の意見や考えを振り返り、言葉にしようとする。

学習を効果的に進めるため、家庭にお願いしたいこ

１学期

・表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てるとともに、感
性を豊かにし、美術の基礎的な能力を伸ばし、美術文化についての理解を深め、豊かな情操を養う。

形や色彩、材料、光などの性質や、それらが
感情にもたらす効果を理解している。材料や
用具の生かし方を身につけ、意図に応じて工
夫できる。

対象から感じ取った形や、色彩の美しさ、想像
したことを基に主題を生み出し、全体と部分と
の関係を考えた創造的な構成ができる。伝わ
りやすさ、使いやすさなど、機能と美しさの調
和を考えられる。

・美術の創造活動の喜びを味わい、感じ取っ
たことや考えたことなどを基に、表現や鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。

・基礎演習　色彩演習

（授業での取り組み、作品等の提出物）

（ワークシート、作品等）

○身近な美術に触れる機会を大切にする。

（ワークシート、作品等）

○日頃から美しい物に触れ、よさを言葉にし、美しい物を
愛する気持ちを養う。

２学期

３学期

・基礎演習　色彩演習

☆生徒が自ら進んで題材について考え、表現方法を工夫しようとする、主体性を育てる授業。 
☆他者の考えや表現の良さを感じ取り、思いやりの気持ちを持ちながら、自由な発想や幅広い視野を持たせる授業。
☆美術の創造活動の喜びが味わえるように、生徒の考えを尊重しながら、適切なアドバイスが行われる授業。
☆生徒自身が楽しく、集中して制作に取り組み、達成感が味わえる授業。

○教科書・ファイル・用具・資料等、授業で使用する物を
しっかり準備する。

◇忘れ物をしない。提出期限を守る。


